
（1） 総代の任期・定数

（2） 総代の選任方法

　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念とする協同組織金融機関です。会員は出資口数に関係なく１人１票の議
決権を持ち、総会を通じて当金庫の経営に参加していただくこととなりますが、当金庫では会員数が多いため、総会に代えて総代会制度を採
用しています。
　総代会は決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項を決議する最高意思決定機関です。したがいまして、総代会は総会と同様
に、会員一人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、選任区域ごとに総代候補者を選定する総代選考委員会を設け、会員の中から
適正な手続きにより選任された総代により運営されています。
　また当金庫では、総代会以外にも総代懇談会の開催、ご意見箱の店頭設置、役職員による訪問活動等を通じて、総代や会員とのコミュニ
ケーションを大切にし、さまざまな経営改善に取組んでいます。

総代の任期は3年です。

総代の定数は
70人以上100人以内です。

総代の定年は総代選任規程にて
70歳となっております。

ただし、平成19年7月15日以降新たに
選任された総代より適用

総代は会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映する重要な役割を担っております。そこで総代の選考は、総代候補者選考基準
に基づき、次の3つの手続きを経て選任されます。

当金庫の会員であること。
地域において信望が厚く、

総代として相応しい人であること。
金庫の理念をよく理解し、

金庫に対する協力者であること。

総代候補者選考委員が選考委員会
を開催し、総代候補者を選考する。

選考された総代候補者を会員が信
任する。（異議があれば申し立てる）

総代会の決議により、会員の中から
総代候補者選考委員を選任する。

当金庫の営業地区を10区の選任区域に
分け、各選任区域の総代の定数は会員数
に応じて定められています。

選考委員 総 代 会
総代

候補者 総　代
総代会の決議に基づき
理事長が総代候補者選
考委員を委嘱する。

会員の総意を適正に反映する
ための制度
決算に関する事項、理事・監事
の選任等重要事項の決定

総代候補者選考委員会
を開催し選考基準に基
づき総代候補者を選考

総代候補者氏名を店頭
表示し、所定の手続き
を経て、会員の代表とし
て総代を委嘱
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